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中小型1そうまき網開発試験報告

猿谷　　胤杉　山　豊樹

Ⅰ　目　　　　白勺

本県の中小型せき網漁業は，カタクチイワシ′・マイワシ・マサバ・ブリ類等を対象に地先沿岸を主

漁場として．2そうまき絹漁法に上力操薬が行なわれている0

最近，人手不足等が探刻で，経営は苦しく現在の2そうまき網漁法から1そうまき網漁法への転換

が望まれているものゝ，多額の資金と危険性仁未経験の漁法に対する不安等から踏み切れかハでいる

のが現状のようである0

そこで，試験船〝ときわ〝によわ，その開発試験を試み・これら中小せき網漁業の1そうまき網イヒ

を促進する。

Ⅱ　計　　　画

1．実施期間

昭和47年5月～4月の間

2．漁　　場

本県地先沿岸海域

5．試験船

沿岸漁業指導船〝ときわ．′′

（50．92トン　480席力）

4．供試漁具

別記第1回（漁具設計内容）参照

〔県水産事業振興団所有のイワシ用2そうまき絹を借用1そうまき絹に改造したもの）

5．供試機器，装備

別記第2図（ときわ装備配置図〕参照

る．試験担当

県水産試験場　漁業部

ス　洛力　者

県中小まき網漁業部会

Ⅱ　試験の方法

1．試験船〟ときわ〟に供試漁具を搭載し一供試機器・装備を利札船尾場網方法（第5矧船尾‥

網方式図参照）で行なう。

2．試演の突施せ，県内を5地区に分け，北部（大瓶平潟地区）より始め－中部（大猟久慈

区），南部（波崎地区）と行なうC

5．試験操業は，中ノ周まき網関係者の〝ときわ〟乗船により行なレ・手船（2隻）は各地区で

船する。
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4．操業方法

rl）投　　網

手船に浮子方，沈子方の先端につけたロープを渡した後，網船（ときわ）は，魚群を包囲す

るように投網，円形の軌道を）周し，終了後，手槍に渡したローブを受け取るC

（21環　　綿

受け取った側の環締ワイヤーを片方のワイヤーリールにセットし，双方のリールで同時に環

緒を開始する。終アした状態で額は船尾に並列にならぶ。

（3）揚　　窮

境綿が終った後，Ⅴローラーにより揚網を始める。Ⅴローラーで船上に揚げた網地は，ネッ

トソリーによりさばかれ，一定の位置に値次に並べられ，次の投網時に備える。

Ⅳ　試験の経過

1．第一回（北部）

4月6日午前8時，北茨城地先沿岸漁場へ，平潟中小まき網漁船光神丸の船主・漁拷長・■乗組

負8名のときわ乗船と．手船2隻（第11光神丸，第12光神丸）の編成で平潟港を出港した0

魚群探索を行覆いながら，水深54′欄の海区で，10時4□分，最初の試験投純を試みたe作

業は収調に進み投網を了えると脚こ，手船よカ環締ワイヤー浮子方ローブを受け戟カ，それぞれ

〝ときわ〟にセヅトし，壕綿を開始し約50分で墳綿を無事終了したい彦網作菜を引き続いて開

始したが，当補からⅤローラーの揚力不足が目立ち，加えて風波が次第に強まり揚網速度は減少

する一方であった。史に．網地全体の揚納時点に至れ　Ⅴローラーの左回路のノくイブが亀裂破損

し，揚網が完全不能と売った。応急処置として，配管系統の連結帯えを試み，ウインチ■ワノ仁ヤ

ーリールの駆動は復旧したが，海面はます－ます悪化し時化のようを状態となって自力楊網は関難

となった。幸い近くに人津の大型1そうまき綿船全徳丸（111トン）が航行中で，揚網方を依板

したところ快諾を樽，残り8割程度の綿は全徳丸により揚げられ15時大津港に入港，抽出を

再び〝ときわ〟に積み替え第1回の試験は終了した。

Ⅴローラーの揚網力不足から揚網行程は失敗したが，投網から壌締め，組成カの状況等の観察

から，船尾方式による1そうまき網操業が可能孜ことが実証された。

2．第二回（南部）

4月18日8時50分，波崎地区の中小型まき絹折の船主・漁拷良・組合戟員など1ロ名が揚網

用Ⅴローラーの揚力の強化と絹地をヤゝ′」＼型に仕立て替えしたときわに乗私事船2隻（第8根

本九　第る幸辰丸）と共に波崎港を出港した。

南西の風が強く犬吠附近での操業は不可能をため，魚群探索をしつつ座島港沖まで北上した0

いずれの海域も水温水色ともに悪く，魚群反応も認められないので，漁獲を対象とし売しへで試験

操業を行なうことにし，10時5U軌鹿島港押水羅25〝噸海区で投絹を開始した。作業は原調

に進み環綿は2口外程度で終了，揚網開始当机　ネットゾンデと銀地のもつれから1時揚網作業

が中断したが，それ以後はネヅトソリーの揚力が不安定であったものの．良好に経過し12時50

分場網を終了し．14時波崎港・に入港した。
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入港後，関係者と武儀換業について意見の交換を行なったが，操業方法は原則として問題をい

が．ただ網さばき梢ネットソリーは現状のものでは不向きであるという結論に適した。そして，中

小塑まき絹船主の多くは，次の代船建造の時期には1そうまき絹船に転換させたい意向であった。

5．第三回

4月22日．大洗久慈地区の中小型まき細拾三・漁播長等15人がときわに乗船，手船2莫（守

弘丸　大与丸）と共に9時那珂湊を出港した。

晴天で妊あったが海上は風波が強く，時化蹟様であった。魚群探索を行ないながら南下，大洗

沖水深40〝個で魚群を発見したが，底実が悪く投網中止，吏に丘£カに調査，水探28〝上線で

魚群を諜知・10時55分投網を開始した。投網終了時点で時化の上不慣れも原因して，手緩から

の炭締ワイヤー・魚捕部将子方口一プの受け取りに疇閲を要した。

取締を始めると同時に揚場側の浮子方に破紙が目立ち，さらに縄地の〝もつれ〟も多く畳締後

の揚網作業は遅々として進ぜたかった。この結果，魚捕部でも人手により手揚げし，約2時間後

に揚げ終ることができた。なおカタクチイワシの人絹が認められたが，揚網時の破魂でほとんど

が逸散した。

14時50分，那珂癖に入港，破れた絹地を陸揚げし，5面目忙わたった1そうまき網の開発試

験を完了した。

Vr　試旗結果の検討

試験は計画通り5地区や巨」、塾まき網関係者の〝ときわ〟乗船により行をわれ，いずれの地区

でも操業方法上の欠点や問題点がいくつか指摘されたが，これらの事柄を改善することによって，

ときわ（スターン塾トロール船）を使用して船尾揚絹方式による1そうまき紙の実用化が可能で

あることが証明された。

そこで，今回の試験によって指摘された間組点等を検討すると次のことがあげられる。

1・ときわ装備の揚網用Ⅴローラー（光洋電気製，50埋）では，時化又は網地に事故の起った

ような場合，揚力が不足し場網が出難となる。中小型1そうまき絹船がⅤローラーを揚絹磯と

して採用するをら，1DO型以上のパワーが必糞で参る。

2・鵡さばき用に利用したネットソリー（サケ・マス漁網船利用）は，まき網としては揚力が少

をく，操作上にも問題がある‾めで（邦夫のものでは）不適格である。

三・底曳用のカントリーを環締用ビット変りに使用したが，時化などの授絹時，環境h現象が起

り縛るから，これは取力除き没紙を容易にするよう配慮して，堤締用ビットは船尾部の過当を

位置に新設するべきである。

4・ときわの底曳用ワイヤ㌧－リール（片稚1・5トン）を壊締ワイヤーリールに兼桐したが，便岡

上の問題はないものの．本格的を漁業の場合，リールのパワーは2・0トン以上が望まれる。

5■　供試漁典は2そうまき網地を1そう、まき網に仕立替えしただけのもので重力．網規模も絹だ

けで（もとの長さから）占板縮小したため，適正な漁具とは言いがたい。ただし，試験結果か

らこの程慶の舶規模でも操業可能である。

以上が試験操業の結果から検討される事項であるが，その外にも操業行程における個々の間
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題として工夫を要する点はあった。しかし，おおよそ前5項の問題を解決すれば船尾方式による

1そうまき綿は充分操業可能である。

Ⅵ　結　　　　び

試験船ときわの実施した船尾揚網方式の1そうまき綿は，我が国ではまだ行をわれでいない。現在

行なわれてしへるのはすべてサイド揚絹方式による1そうまき網である。両者の比較について，試験の

過程で■ときわに廃船した関係者の周で，種々討論がをされ結果的に宜し　サイド揚絹方式の優位性が強

調された。その主な理由は色の大屋人絹時にかける網の処理・魚の水揚げの容易封こある。しかし，

今回の試験結束から，船尾揚絹方式では網船の操船に機動性があ＿り，時化噂に有利でめると考えられ

る。また，ま■き網船と底曳船（スタ蠣ン塑）との兼業がノ成り立つことも明らかになれ　これは成果で

あった。この試験を行なうに当れ予算的な裏付けや時間的た余裕がなく，遣る意味では〝ぶっつけ

本番〟的であったため，操業技術上に欠点や問題点が落出し，成果の少なかったことは遺憾であった0

だが，中′」＼型まき網船の船主・漁轢長の多くが直接ときわに乗船，脇同で1そうせき絹の練業実験が

なされたことに意義があれ　このことが今後の本県中′」、型1そうまき純化の促進に役立つものと期待

し，この報告をかわりたい。
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人：＼・ローラー　　　　　　B＝ネットゾリー
C：かんまきウ　ィノラ

A′二17ローラー座敷装置　R′‥ネットノリー一一駆動装置　　昆二トップローラー

（斜線の部分は板とりつけ）

第1図　ときわ「機械」「装備」凶
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